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記憶領域間信号
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私たちは目にしたものをもとに関連したものを
思い出すことができます．こうした心のはたらき
には，大脳の側頭葉が重要な役割を果たしている
と考えられてきましたが，側頭葉ニューロン群が
「ものを見た」知覚情報から記憶を想起する際にど
のように協調して働くのか，背景にある神経回路
やその動作原理はほとんどわかっていませんでし
た．そこで本研究では，記憶課題を学習したサル
を用いて，「ものを見て，ものを思い出す」際の側
頭葉神経回路のはたらきについて調べました．サ
ルに対になった視覚図形を学習させ，ある図形を
見たときに対の図形を思い出すように訓練しまし
た．そして，課題遂行中に側頭葉の 36野と TE
野とよばれる二領域の神経活動を同時計測しまし
た．その結果，想起する図形そのものを表象して
いる 36野ニューロンの神経活動は，図形を見たと

きには TE野の浅層とよばれる皮質層と協調的に
働くことがわかりました．一方，対となる図形を
思い出す際には TE野の深層とよばれる別の皮質
層と協調的に働くことがわかりました．本研究に
より，視覚知覚・記憶想起という異なる認知プロ
セスに依存して，皮質層レベルで異なる側頭葉神
経回路が働くことが明らかとなりました．
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〔図は学会ホームページ http://physiology.jp/を参照〕

生理学および関連諸分野における，会員各位の研究成果について，学会ホームページ「サイエン
ストピックス」の欄に判りやすい解説を紹介し，広く社会に発信しています．会員の皆様の奮って
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